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秋の議会だより
◇主な内容
•８月、９月会議で決めたこと 2Ｐ～
•「どえーな補正予算のあると？」 4Ｐ～
•一般質問（10人が登壇） 8Ｐ～
•議会報告会
　「あん質問などえーんなった？」 14Ｐ～
•市民の声 15Ｐ　
•議会だよりクイズ 16Ｐ　
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８月、９月会議で決めたこと
•全会一致（全員が同じ意見）の議案 （議案と審議結果一覧表）

番号 議　　　　案　　　　内　　　　容 付託委員会 本会議採決結果

議案1 医学修学資金貸与条例の一部改正 ー 8.3 可決

議案２ Ｈ24年度一般会計補正予算（第３号） ー 8.3 可決

議案3 Ｈ23年度病院事業会計（かたばる病院事業会計）未処分利益剰余金の処分 ー 9.18 可決

議案4 Ｈ23年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ー 9.18 可決

議案5 防災会議条例の一部改正 総務文教 9.28 可決

議案6 災害対策本部条例の一部改正 総務文教 9.28 可決

議案7 税条例の一部改正 総務文教 9.28 可決

議案8 国民宿舎条例の一部改正 産業建設 9.28 可決

議案9 火災予防条例の一部改正 総務文教 9.28 可決

議案10 公の施設の指定管理者の指定 総務文教 9.28 可決

議案11 武生水Ｃ辺地（変更）、渡良Ｂ辺地（変更）、初山Ｂ辺地、東可須辺地（変
更）、立石辺地（変更）及び石田辺地（変更）に係る総合整備計画の策定 総務文教 9.28 可決

議案12 Ｈ24年度一般会計補正予算（第４号） 予算特別 9.28 可決

議案13 Ｈ24年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 厚生 9.28 可決

議案14 Ｈ24年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 厚生 9.28 可決

議案15 Ｈ24年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 産業建設 9.28 可決

議案16 Ｈ24年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 産業建設 9.28 可決

議案17 Ｈ24年度農業機械銀行特別会計補正予算（第１号） 産業建設 9.28 可決

議案18 八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の締結 産業建設 9.28 可決

認定1 Ｈ23年度一般会計歳入歳出決算認定 決算特別 9.28 認定

認定2 Ｈ23年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 厚生 9.28 認定

認定3 Ｈ23年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定 厚生 継続審査

認定4 Ｈ23年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 厚生 継続審査

認定5 Ｈ23年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 産業建設 9.28 認定

認定6 Ｈ23年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 産業建設 9.28 認定

認定7 Ｈ23年度特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定 厚生 9.28 認定

認定8 Ｈ23年度三島航路事業特別会計歳入歳出決算認定 総務文教 9.28 認定

認定9 Ｈ23年度農業機械銀行特別会計歳入歳出決算認定 産業建設 9.28 認定

認定10 Ｈ23年度病院事業会計決算認定 厚生 9.28 認定

認定11 Ｈ23年度水道事業会計決算認定 産業建設 9.28 認定

陳情１ 「芦辺町瀬戸浦の市道、恵美須～大久保線の幅員拡張工事」に関する陳情 産業建設 9.28 採択

議員発議１ 地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書の提出 ー 9.28 可決

議員発議２ 合併後の新市町への財政支援策の充実強化を求める意見書の提出 ー 9.28 可決

※ 賛否（賛成、反対）のあった議案はありません。
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条　例
◇ 国民宿舎条例の一部改正
　11月１日リニューアルオープンに伴い、利用料金
（税別）を改正する。
　　宿泊料金（１泊２食付） 平　日： 7,200円
 休前日等： 8,200円
 小学生児童は全日： 6,200円
　　広間専用料金（会議等）  大広間： 10,000円
 中広間： 3,000円
 別途、会食を伴う場合は専用料金に配膳料金を加算

◇防災会議条例の一部改正
　防災会議は災害が発生した場合において情報を収集
する目的で、災害対策基本法に基づき設置される。今
回改正で委員に部長級職員を２人と、自

※

主防災組織を
構成する者等２人以内を増員する。
　※自主防災組織… 自治会、婦人会等の単位で自主的

に防災活動を行う任意団体で、地
域住民が協力して日ごろの火災防
止（火の用心の見回り、啓発、防
災グッズの購入）や消火訓練、避
難訓練を行う。

◇辺地（変更）総合整備計画の策定
　辺地対策特例債を活用し以下の事業を行う。
　　• 郷ノ浦地区第１分団２部小型動力ポンプ購入

（郷ノ浦町片原）
　　• 郷ノ浦地区第２分団２部活動拠点施設整備（郷

ノ浦町渡良浦）
　　• 市道小場１号線道路改良事業（郷ノ浦町初山東）
　　• 勝本地区第１分団小型動力ポンプ購入（勝本町

塩谷）
　　• 市道八口線改良事業（勝本町立石）
　　• 市道白水線道路排水整備事業（石田町石田西）

◇市税条例の一部改正
　地方税法の一部改正と復興財源の確保のた
め地方税の臨時特例の法制定によるもので、
たばこ税の増税と、個人の市民税にＨ26年
度～Ｈ35年度までの各年度に500円を加算
する。

◇火災予防条例の一部改正
　電気自動車の普及により急速充電設備の容
量50kwを超える設備等には届出が必要とな
った。

◇指定管理者の指定
　芦辺浦住民集会所の指定管理者として、芦
辺浦商業組合長　篠﨑　勉氏を指定する。
（指定の期間は平成24年10月１日～平成27
年３月31日）

11月１日 リニューアルオープンの国民宿舎

建替えられる渡良浦の消防倉庫

〈市内の自主防災組織〉 H24.10月現在

郷ノ浦町　 元居婦人防火クラブ・初瀨婦人防火ク
ラブ、坪中部・大島・長島・原島・牛
方・新田・長峰本村・本村西部・渡良
西触自主防災組織

勝 本 町　 塩谷婦人防火クラブ、大坂自衛消防団
（大久保触・坂本触）、新東自衛消防団、
西戸触・片山触自主防災組織

芦 辺 町　 諸津私設消防部、瀬戸浦会消防部、芦
辺浦会消防部、湯岳辻里・湯岳今坂自
主防災組織

石 田 町　 山崎婦人防火クラブ、久喜婦人防火ク
ラブ

Q 今回の指定管理者の非公募とした経緯は。

Ａ管理委託していた商
工会が事務所再編の

ため十分な管理ができなくなった。芦辺浦地
域の集会所、および商工活動の拠点地である
ため利用状況を考慮して、地元の商業組合を
非公募で決定した。
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予　算 （９月補正）

❶  しま共通地域通貨発行業務負担金 
 1,000万円
　県内の離島過疎市町のPR及び誘客、離島過
疎市町での消費促進につなげ産業振興や交流
人口の拡大に寄与。

❸  地域の元気づくり支援 150万円
　「地域の絆」を再生するため、自治公民館（小
学校区の連合組織）の地域づくりの活動資金に
補助する。

❷認知症高齢者グループホーム整備補助金
 3,000万円
　認知症の人が地域で安心して暮らせるよう、
１ユニット（定員９名）のグループホーム施設開
設希望者を公募し、その費用を助成する。

❺  離島輸送コスト支援事業　
　　　　（農業） 1,610万4千円
　　　　（漁業） 940万円
　島外への地場産品出荷の負担軽減のため海
上輸送運賃の半額を生産者へ助成。

❼  ふれあい交流 400万円
　独身男女の出会いの機会を
創出する。

❹  高齢者肺炎球菌予防ワクチン接種
 270万円
　70歳以上任意接種者に１人１回３千円助成。

❻  外国人観光客受入施設グレードアップ
推進 1,634万2千円
　宿泊施設（12施設）の館内の外国語表示・
外国語放送受信整備・インターネット環境整
備・トイレ整備へ補助。

『どえーな補正予算のあると？』
ミルちゃん

◇一般会計

○Ｈ24．一般会計、特別会計補正予算額 （単位：千円）
会　　計　　名 現予算額合計 ９月補正予算額 補正後予算額合計

一　　　　般　　　　会　　　　計 20,433,009 314,747 20,747,756 

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業特別会計 4,738,586 66,324 4,804,910
後期高齢者医療事業特別会計 306,594 0 306,594 
介護保険事業特別会計　    　　 3,002,554 24,284 3,026,838
簡易水道事業特別会計　 　 898,065 1,233 899,298 
下水道事業特別会計 401,985 631 402,616 
特別養護老人ホーム事業特別会計 453,214 0 453,214 
三島航路事業特別会計 121,224 0 121,224 
農業機械銀行特別会計 112,600 17,445 130,045 

合　　　　計 10,034,822 109,917 10,144,739 
一般会計、特別会計の合計 30,467,831 424,664 30,892,495 
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対馬と壱岐の猟友会合同でのイノシシ駆除

❶  重症化予防対策 39万3千円
　特定健診で（血圧・糖・腎機能）重症化の予
防対象者を選定し個別保健指導をする。

❶  高齢者見守り体制構築 99万6千円
　独居高齢者の生活状況、健康状態の把握
をするための訪問調査と安否確認を実践す
る「あんしんサポーター」の養成等。

❽  イノシシ捕獲駆除委託料 470万円
　８月からの目撃情報を受け初期段階で捕獲駆
除を実施。

❾  観光案内標識等調査事業 393万円
　観光客に分かりやすい、道路や観光施設等の
案内標識を整備。

◇国民健康保険事業特別会計

◇介護保険事業特別会計

Q 訪問の具体的な方法と「あんしんサポーター」
についてもう少し詳しく。

Ａ独居高齢者約300人に対し、保健師、看護
師、運動指導者に委託をし、独居高齢者の

生活状況や健康状態の把握、定期的な訪問希望
者の聞き取り調査をモデル的に行う。
　あんしんサポーターは地域の元気な高齢者に
お願いをし、今年度は養成講座で対応法など習
得していただく。

ちょっとブレイク
2014年の長崎国体へ向け
「花いっぱい運動」がスタートしました。
学校などで花苗の植え付けをして頂きます。
綺麗な島で全国の皆様を歓迎しましょう。

八幡小学校では、
子どもたちが国体イベントのお話を聞いて、プランターへのメッセージや、花植えに協力してくれました。
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平成 23年度決算額一覧表 （単位：円）

区　　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一般会計 26,406,217,124 25,885,922,217 520,294,907 49,918,665 470,376,242
国民健康保険事業特別会計 4,728,739,260 4,634,779,842 93,959,418 93,959,418
後期高齢者医療事業特別会計 287,295,083 286,038,033 1,257,050 1,257,050
介護保険事業特別会計 2,914,278,484 2,881,296,249 32,982,235 32,982,235
簡易水道事業特別会計 898,484,735 896,482,395 2,002,340 0 2,002,340
下水道事業特別会計 337,039,410 336,963,010 76,400 76,400
特別養護老人ホーム事業特別会計 518,586,655 460,556,656 58,029,999 0 58,029,999
三島航路事業特別会計 119,865,018 119,865,018 0 0
農業機械銀行特別会計 130,312,996 114,494,549 15,818,447 15,818,447
特別会計　合計 9,934,601,641 9,730,475,752 204,125,889 0 204,125,889
一般会計＋特別会計　合計 36,340,818,765 35,616,397,969 724,420,796 49,918,665 674,502,131

公営企業      
○病院事業会計  　　　　 （単位：円）  
壱岐市民病院 収　　入 支　　出
　　収 益 的 2,257,682,325 2,502,015,151
　　資 本 的 109,219,000 180,210,354
かたばる病院 収　　入 支　　出
　　収 益 的 390,907,010 367,728,272
　　資 本 的 0 0
合計 収　　入 支　　出
　　収 益 的 2,648,589,335 2,869,743,423
　　資 本 的 109,219,000 180,210,354
　　

平成23年度の決算
一般会計　歳入金額（入ったお金） 264億621万7,124円
　　　　　歳出金額（使ったお金） 258億8,592万2,217円
特別会計　歳入金額（入ったお金） 99億3,460万1,641円
　(総額)　 歳出金額（使ったお金） 97億3,047万5,752円
一般会計の内訳

歳出歳入

衛生費
5,814,027（22.5%）

地方交付税
10,905,006 
（41.3%）

民生費
4,791,314（18.5%）

総務費 4,026,305（15.5%）
市　債
5,189,600（19.7%）

公債費 3,705,901（14.3%）

教育費 
2,332,938（9.0%）

国庫支出金
3,720,624（14.1%）

農林水産業費
2,094,218（8.1%）

土木費 1,620,562（6.3%）

消防費 647,522（2.5%）

商工費 507,443（2.0%）

議会費 205,769（0.8%） 災害復旧費 114,865（0.4%）
諸支出金 25,058（0.1%）

25,885,922
千円

26,406,217
千円市　税

2,218,568（8.4%）

県支出金
1,426,906（5.4%）

諸収入
1,400,275（5.3%）

分担金及び負担金等
825,266（3.1%）

地方譲与税等
719,972（2.7%）

（単位：千円）

継続審査

継続審査

委
員
長
：
音
嶋　

正
吾

副
委
員
長
：
久
保
田
恒
憲

委　
　

員
：
全
議
員

　
　
　
　
　
（
議
長
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

〈
一
般
会
計
決
算
認
定
審
査
意
見
〉

　

歳
入
… 

市
税
及
び
使
用
料
等
の
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入
未
済
額
が
前
年
度

よ
り
増
加
し
て
い
る
。

徴
収
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務
に
万
全
を
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た
い
。

　

歳
出
… 

古
紙
類
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理
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料
に
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て
は
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合
併
前
か
ら
の
経
緯
で

現
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に
至
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て
い
る
が
、

本
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度
よ
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新
設
稼
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し
た
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サ
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施
設

も
で
き
再
検
証
さ
れ
た

し
。

決
算
特
別
委
員
会
報
告

○水道事業会計   （単位：円）
収　　入 支　　出 翌年度繰越額

　　収 益 的 161,273,715 128,765,324
　　資 本 的 5,052,680 142,384,419 49,034,300
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予算
特別委員会予予予算算予
特特算 別別特特 委委員員委委 会会会員予算
特別委員会

総務
文教常任委員会総総総総務務総
文文務 教教文 常常教 任任常 委委任 員員委委 会会会会員総務
文教常任委員会

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

の
審
査
を
付
託
さ
れ
、
議
長
除
く
全

議
員
で
審
査
を
行
っ
た
。

　

総
額
３
億
１
千
474
万
７
千
円
の
補

正
額
が
提
示
さ
れ
た
。

　

新
規
事
業
の「
し
ま
共
通
地
域
通

貨
」は
、
離
島
過
疎
市
町
村
共
通
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
共
通
商
品
券
が

来
春
４
月
に
発
行
さ
れ
る
国
費
事
業
。

　

ま
た
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
施
設
整
備
に
向
け
た
助
成
な
ど
、

ソ
フ
ト
事
業
へ
の
補
正
が
主
で
あ
る
。

　

多
種
多
様
の
関
連
質
疑
が
あ
る
も
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
６

件
・
認
定
１
件
を
審
査
し
全
議
案
可

決
し
た
。

　

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
係
る
辺

地（
変
更
）に
つ
い
て

• 

消
防
小
型
ポ
ン
プ
は
15
年
を
更
新

時
期
と
し
、
今
回
建
替
え
の
格
納

庫
は
築
35
年
を
経
過
し
て
い
る
物

で
あ
る
が
、
今
後
格
納
庫
の
耐
震

調
査
を
す
べ
き
。

• 

消
防
ポ
ン
プ
検
診
は
年
１
度
で
あ

る
が
年
数
の
経
過
し
た
も
の
は
回

数
を
増
や
せ
な
い
か
。

委 員 長：久間　　進
副委員長：小金丸益明

委員：全議員
　　　（議長・オブザーバー）

委 員 長：今西　菊乃
副委員長：久間　　進

委員：中田　恭一、榊原　　伸
　　　小金丸益明、呼子　　好

　

付
託
さ
れ
た
国
保
補
正
予
算
、

及
び
介
護
保
険
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
原
案
ど
お
り
可
決
と
し
た
。今

後
の
運
営
が
危
機
的
状
況
に
あ
る

国
保
・
介
護
で
あ
る
が
、
市
も
特

定
健
診
の
受
診
率
65
％
達
成
を
目

指
し
て
お
り
、
市
民
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

平
成
23
年
度
病
院
事
業
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
、前
年
度
は
累
積
欠

損
金
20
億
を
超
え
、
何
ら
改
善
計

画
が
示
さ
れ
な
い
事
か
ら
不
認
定

と
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、本
年
度
は

次
の
3
条
件
を
付
し
て
認
定
と
し

た
。

① 

企
業
団
加
入
手
続
き
を
ス
ピ
ー

ド
感
持
っ
て
進
め
る
。

② 

か
た
ば
る
病
院
と
の
統
合
の
円

滑
化
。

③ 

企
業
団
加
入
条
件
の
職
務
職
階

制
等
の
８
条
件
の
ク
リ
ア

　

平
成
23
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
と
介
護
保
険
事
業
の
決
算

認
定
は
、
更
に
慎
重
な
審
査
が
必

要
と
考
え
継
続
審
査
と
し
た
。

陳情が提出された恵須美地区の道路状況

厚生
常任委員会厚厚厚生生厚厚
常常任任常 委委任 員員委委 会会会員厚生
常任委員会

委 員 長：町田　正一
副委員長：市山　和幸

委員：鵜瀬　和博、豊坂　敏文
　　　音嶋　正吾、久保田恒憲

委 員 会 レ ポ ート

　

９
月
会
議
で
は
、
議
案
５
件
、

決
算
認
定
４
件
、
陳
情
１
件
の
付

託
を
受
け
、
審
査
を
行
な
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
全
議
案
可
決
、
認

定
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

　

芦
辺
町
瀬
戸
浦
の
市
道
、
恵
美

須
〜
大
久
保
線
の
幅
員
拡
張
工
事

に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
、
路
線

改
良
の
必
要
性
は
認
め
る
も
の
の
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
早
急
な

対
応
と
全
線
改
良
は
困
難
と
思
わ

れ
る
。
よ
っ
て
局
部
改
良
等
で
対

応
で
き
な
い
か
調
査
検
討
す
る
よ

う
意
見
を
付
し
て
採
択
と
し
た
。

産業
建設常任委員会産産産産業業産

建建業業 設設建建 常常設 任任常 委委任 員員委委 会会会会員産業
建設常任委員会

委 員 長：田原　輝男
副委員長：大久保洪昭

委員：牧永　　護、瀬戸口和幸
　　　中村出征雄、深見　義輝
　　　町田　光浩
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一 般 質 問一 般 質 問

榊
原　
　

伸 

議
員

Q 

目
的
が
見
え
な
い

　

指
定
管
理
者
制
度
を
20
の

施
設
に
お
い
て
導
入
し
て
い

る
が
、
メ
リ
ッ
ト
が
解
ら
な

い
。
ま
た
管
理
の
期
間
が
終

わ
っ
た
あ
と
の
検
証
は
し
て

い
る
の
か
。
指
定
管
理
者
候

補
者
選
定
委
員
会
の
機
能
は

発
揮
さ
れ
て
い
る
か
。
今
後

は
公
募
も
取
り
入
れ
る
べ
き

と
思
う
が
。

A 

も
っ
と
検
証
し
て

 

市
長

　

導
入
の
目
的
は
、
多
様
化

す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
民
間
事
業
者
の
能

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
と
も
に
経
費
の
削

減
を
図
る
。
選
考
委
員
会
は

今
の
ま
ま
、
担
当
者
の
意
見

を
十
分
聞
い
た
上
で
委
員
会

に
臨
む
よ
う
指
示
を
し
、
議

会
に
お
い
て
も
選
定
理
由
を

説
明
さ
せ
る
。
公
募
に
つ
い

て
は
選
定
委
員
会
の
意
見
を

も
う
一
歩
進
め
検
証
す
る
。

Q 

今
後
の
消
防
行
政

　

国
を
守
る
自
衛
隊
員
、
治

安
を
任
さ
れ
る
警
察
官
、
地

域
住
民
の
命
や
財
産
を
守
る

消
防
署
員
の
数
は
、
基
本
的

に
増
や
す
分
で
も
減
ら
し
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
地
域
の
即
戦
力
と

な
る
消
防
団
に
つ
い
て
は
、

条
例
定
数
を
85
人
減
と
し
１

千
20
人
と
な

る
。
そ
れ
で

も
現
在
の
団

員
数
は
990
人

で
定
数
よ
り

30
人
不
足
し

て
い
る
。

　

消
防
団
の

次
期
編
成
に

向
け
、
各
分

団
の
調
査
が

必
要
で
は
な

い
か
。
そ
し

て
、
箱
崎
地

区
よ
り
要
望

が
出
さ
れ
て

い
る
新
設
の

消
防
団
設
立

に
応
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A 

定
数
は
減
ら
さ
な
い

 

市
長

　

消
防
署
職
員
、
分
団
員
の

定
数
を
減
ら
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　

消
防
団
組
織
に
つ
い
て
は
、

分
団
の
無
い
箱
崎
地
区
へ
、

瀬
戸
の
３
ヶ
分
団
の
１
つ
を

と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
消
防
団
幹
部
、
公

民
館
長
を
含
め
た
検
討
委
員

会
で
協
議
中
で
あ
る
。

壱岐市消防団 「全国消防操法大会優勝おめでとう」

郷ノ浦町体育大会 10月１４日

10人の議員が登壇
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田
原　

輝
男 

議
員

Q 

島
内
道
路
整
備

　

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
に
出
さ
れ
た
道
路
整
備

の
要
望
が
、
現
在
ま
で
に
数

多
く
上
が
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
対
応
策
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　

観
光
地
と
し
て
の
本
市
に

お
け
る
観
光
道
路
整
備
計
画

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

特
に
郷
ノ
浦
〜
初
山
〜
石
田

ま
で
の
自
然
景
観
に
あ
ふ
れ

た
道
路
整
備
の
計
画
を
。

A 

臨
機
応
変
に
対
応

 

市
長

　

合
併
以
前
か
ら
の
道
路
改

良
事
業
を
優
先
し
て
い
る
が

完
了
に
至
ら
ず
、
緊
急
車
両

の
進
入
が
困
難
等
の
道
路
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

観
光
道
路
の
幹
線
整
備
は

進
ん
で
い
る
が
、
観
光
地
に

近
い
道
路
で
、
狭
く
て
危
険

な
箇
所
か
ら
整
備
す
る
。

Q  
農
道
整
備
に
つ
い
て

　

今
年
24
年
度
で
ふ
る
さ
と

農
道
整
備
事
業
が
終
了
す
る
。

こ
れ
に
代
わ
る
メ
ニ
ュ
ー
が

有
る
の
か
。
無
い
と
す
れ
ば

今
後
の
対
応
策
は
。

A 
予
算
削
減

 

市
長

　

ふ
る
さ
と
農
道
整
備
に
代

わ
る
事
業
は
な
い
。
事
業
の

採
択
基
準
と
し
て
受
益
面
積

が
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ

り
、
そ
の
要
件
に
満
た
な
い

道
路
は
、

生
産
性
の

向
上
を
図

れ
る
よ
う

施
策
す
る

が
、
単
独

事
業
と
し

て
の
予
算

も
厳
し
い

現
状
。

Q 

レ
イ
ン
ボ
ー
運
行
を

　

唐
津
―
長
崎
間
の
バ
ス

「
レ
イ
ン
ボ
ー
号
」
が
廃
止

さ
れ
不
便
と
な
っ
た
。
復
活

で
き
な
い
か
と
の
声
が
あ
る

が
、
市
長
の
考
え
は
。

A 

要
望
す
る

 

市
長

　

採
算
の
合
う
乗
車
数
の
確

保
が
で
き
ず
運
行
中
止
と
な

っ
て
い
る
が
、
壱
岐
に
と
っ

て
は
路
線
バ
ス
と
い
う
観
点

か
ら
、
県
に
引
き
続
き
レ
イ

ン
ボ
ー
号
復
活
を
要
望
す
る
。

一 般 質 問

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

図
書
関
連

①
郷
ノ
浦
図
書
館
の
施
設
整

備（
空
調
）
が
万
全
で
は
な

い
。
立
地
条
件
の
良
い
公
立

病
院
跡
地
に
新
設
す
べ
き
。

②
芦
辺
・
勝
本
の
公
民
館
図

書
は
利
用
者
も
減
少
し
固
定

化
し
て
い
る
。

③
学
校
図
書
費
が
少
な
く
本

の
購
入
が
不
十
分
で
あ
る
。

数
校
で
は
図
書
館
か
ら
大
量

に
借
り
て
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、
交
付
税
も
減
り
、
利

用
者
も
高
齢
化
し
減
少
す
る

中
で
、
学
校
図
書
は
も
と
よ

り
図
書
費
の
増
額
は
見
込
め

な
い
。
市
立
図
書
館
を
新
設

し
、
シ
ス
テ
ム
を
繋
ぎ
、
公

民
館
図
書
・
学
校
図
書
へ
貸

し
出
し
で
き
る
よ
う
に
対
策

を
取
る
べ
き
。

④
石
田
図
書
館
の
視
聴
覚
室

（
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
）
を
夏

休
み
等
に
活
用
す
べ
き
。

A 

よ
り
良
い
図
書
館
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

①
今
の
よ
う

な
郷
ノ
浦
図

書
館
の
あ
り

方
等
含
め
、

移
設
す
る
場

合
市
保
有
の

施
設
で
対
応

で
き
る
か
検

証
に
入
っ
て

い
る
。

②
活
字
離
れ

防
止
や
本
の

活
用
を
促
進

す
る
た
め
に

も
、
新
蔵
書

を
取
り
入
れ
た
り
、
石
田
・

郷
ノ
浦
図
書
館
、
或
い
は
移

動
図
書
館
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
貸
出
増
に
努
め
る
。

③
予
算
要
求
に
努
め
る
。
学

校
と
図
書
館
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
定
期
的
に
学
校
に

貸
し
出
す
活
動
を
し
て
い
る
。

④
視
聴
覚
機
器
の
整
備
か
、

ま
た
は
学
習
室
と
し
て
利
用

す
る
に
し
て
も
多
額
の
予
算

が
必
要
。

Q 

子
育
て
支
援

①「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
改

良
を
柱
と
し
た
、
国
の
子
育

て
政
策
関
連
法
が
成
立
し
た

が
、
市
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

②
公
営
か
民
営
か
。

A 

国
の
方
針
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
国
の
方
針
が
決
ま
ら
な
い

の
で
、
幼
保
一
元
化
に
向
け

た
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
保
育
士
等
諸
般
の
問
題
も

含
め
て
も
う
少
し
研
究
し
て

み
た
い
。

郷ノ浦図書館

県道渡良浦初瀬線（初山・海
イルカバナ

豚鼻付近）
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一 般 質 問

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

近
隣
諸
国
と
の
領
土

問
題

①
主
権
国
家
と
し
て
の
原
理

原
則
と
は
如
何
に
あ
る
べ
き

と
考
え
る
か
。

②
国
境
離
島
の
領
土
保
全
上
、

外
国
人
に
よ
る
土
地
買
収
を

阻
止
す
る
有
効
な
法
律
が
な

い
。
全
国
離
島
振
興
協
議
会

長
と
し
て
、
壱
岐
島
を
守
る

べ
く
指
導
力
を
発
揮
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

③
全
国
的
に
、
山
林
、
離
島
、

海
岸
線
な
ど
、
安
全
保
障
上

の
施
設
周
辺
が
近
隣
諸
国
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
買
収
さ

れ
て
い
る
。
条
例
の
制
定
を

考
慮
す
べ
き
。

A 

市
長
と
し
て
全
力
を

尽
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
国
家
に
つ
い
て
市
長
と
し

て
の
見
解
は
控
え
る
。

②
全
国
離
振
会
長
で
は
あ
る

が
、
防
衛
・
国
益
に
関
し
て

は
限
界
が
あ
る
。

③
現
行
法
に
問
題
が
あ
り
実

態
も
心
配
。
国
県
の
動
向
を

注
視
す
る
。

Q 

ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進

①
創
設
時
か
ら
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
は
。

②
交
付
税
が
減
少
す
る
中
で
、

今
後
、
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
で
は
。

A 

納
税
者
に
感
謝

 
市
長

①
20
年
度
20

件
、
21
年
度
88

件
、
23
年
度
126

件
と
年
次
的

に
増
加
し
て

い
る
。

②
各
地
の
壱

岐
人
会
に
呼

び
か
け
、
積
極

的
な
啓
蒙
活

動
を
行
う
。

Q 

地
方
分
権
型
教
育

委
員
会

　

教
育
委
員
会
の
教
育
委
員

に
よ
る
組
織
を
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
も
の
と
し
て

強
化
す
べ
き
。

A 

教
育
に
反
映
さ
せ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

５
名
の
教
育
委
員
は
誠
心

誠
意
そ
の
任
務
に
当
た
っ
て

い
る
。
教
育
長
と
し
て
、
各

課
・
各
室
の
職
員
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
市
民
の
役
に

立
つ
教
育
委
員
会
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

深
見　

義
輝 

議
員

Q 

学
校
教
育
の
あ
り
方 

　

教
育
現
場
に
お
け
る
現
状

と
問
題
点
、
今
後
の
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

①
学
校
教
育
の
理
念

②
学
校
環
境
に
つ
い
て

③
合
併
後
の
検
証

④
小
学
校
の
あ
り
方

A 

か
わ
い
い
子
に
は
旅
を

 

教
育
長

①
学
校
は
、
児
童
生
徒
が
社

会
に
出
て
力
強
く
生
き
て
い

く
た
め
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
で
の
共
通
理
解
を
持
つ
事

を
教
育
の
理
念
と
捉
え
る
。

②
教
育
委
員
で
適
正
規
模
の

小
学
校
に
つ
い
て
論
議
を
重

ね
て
い
る
。

③
子
ど
も
達
の
順
応
性
は
素

晴
ら
し
く
、
友
人
関
係
が
広

が
り
部
活
動
へ
の
希
望
も
満

た
さ
れ
、
対
人
関
係
能
力
を

鍛
え
て
い
る
。

④
普
通
学
級
で
複
式
学
級
を

含
ま
ず
６
学
級
以
上
の
学
校

が
望
ま
し
い
が
、
複
式
学
級

を
有
す
る
保
護
者
と
地
域
の

皆
さ
ん
と
で
考
え
を
ま
と
め

て
い
き
た
い
。

Q 

安
心
で
き
る
学
び
舎
に

①
不
登
校
の
現
状
と
今
後
の

課
題
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

②「
い
じ
め
」
に
対
す
る
現

状
の
認
識
と
今
後
の
対
策
。

③
児
童
の
登
下
校
に
お
け
る

安
全
対
策
は
。

A 

力
を
合
わ
せ
取
り
組
む

 

教
育
長

①
小
学
校
の
不
登
校
児
童
は

ゼ
ロ
。
中
学
校
は
昨
年
度
の

調
査
で
30
日
以
上
の

欠
席
者
17
人
が
、
今

年
度
１
学
期
末
に
６

人
に
減
少
。
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
、

教
育
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
児
童
生

徒
や
保
護
者
に
対
す

る
支
援
を
継
続
し
て

い
る
。

②
い
じ
め
の
報
告
は

７
件
あ
る
が
５
件
は

解
消
さ
れ
、
い
じ
め

根
絶
に
向
け
努
力
し

て
い
る
。

③
学
校
、
市
教
委
、
道
路
管

理
者
、
警
察
署
で
合
同
安
全

点
検
を
行
い
改
善
を
図
っ
て

い
る
。

Q 

安
心
安
全
マ
ー
ク

　

以
前
提
案
し
て
い
た
、
安

心
安
全
な
農
水
産
物
の「
壱

岐
ブ
ラ
ン
ド
表
示
」に
つ
い

て
、
推
奨
品
マ
ー
ク
は
で
き

た
の
か
。

A 

こ
れ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

商
工
会
、
農
協
、
漁
協
等

関
係
機
関
を
含
め
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
。楽しい昼休み（勝本小学校）

海上保安庁巡視艇「いそかぜ」



11 壱岐市議会だより　2012年第35号

町
田　

正
一 

議
員

Q 「
い
じ
め
」問
題

①
全
国
で
毎
年
７
万
件
に
も

の
ぼ
り
深
刻
化
す
る「
い
じ

め
」の
定
義
と
は
何
か
。

②
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成

さ
れ
て
い
る
か
。

③
教
職
員
に
は
心
の
余
裕
が

必
要
と
考
え
る
が
、
事
務
処

理
等
の
負
担
過
重
に
は
な
っ

て
い
な
い
か
。

④「
い
じ
め
」
や
不
登
校
が

あ
る
と
職
員
評
価
が
低
下
す

る
の
か
。

A 

教
育
現
場
を
信
頼

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

①「
い
じ
め
」
と
は
一
定
の

人
間
関
係
の
あ
る
も
の
か
ら

心
理
的
、
物
理
的
な
攻
撃
を

受
け
る
状
態
で
、
学
校
の
内

外
を
問
わ
な
い
。

②
県
教
委
が
示
す「
い
じ
め

対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」が
あ

る
。
各
学
校
で
独
自
に
作
成

を
し
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

応
じ
即
時
対
応
に
努
め
る
。

③
教
育
・
学
習
指
導
を
通
じ

子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
は
あ

る
。
無
用
な
事
務
報
告
や
調

査
は
し
て
い
な
い
。

④
失
敗
す
る
こ
と
は
ど
の
教

員
に
も
あ
る
。
そ
れ
を
指
導

す
る
の
は
教
頭
、
校
長
で
あ

り
、
そ
の
努
力
を

し
て
い
る
。

Q 
ユ

※

ニ
ッ
ト
型

     

特
養
ホ
ー
ム

　

生
活
保
護
受
給

者
及
び
、
年
収
80

万
円
未
満
の
第
２

段
階
の
特
養
ユ
ニ

ッ
ト
型
入
所
に
つ

い
て
。

①
市
内
の
生
活
保

護
受
給
者
の
高
齢
化
状
況
は
。

②
国
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
施
設

の
み
に
補
助
金
を
出
し
、
当

然
、
新
施
設
は
ユ
ニ
ッ
ト
型

で
あ
る
。

　

厚
労
省
の
通
達
で
生
活
保

護
者
も
入
所
可
能
と
し
て
い

る
が
市
の
対
応
は
。

A 

法
人
に
も
協
力
を

 

市
長

①
生
活
保
護
受
給
者
は
市
内

377
世
帯
558
人
で
、
65
歳
以
上

の
単
身
は
179
人
。

②
生
活
保
護
者
の
居
住
費
は
、

一
部
助
成
措
置
は
あ
る
が
事

業
者
が
負
担
す
る
。
第
２
段

階
の
減
免
措
置
は
あ
る
。

Q  
障
が
い
者
の
入
所
施
設

　

親
が
高
齢
化
し
て
い
く
中

で
一
生
援
護
で
き
る
入
所
型

施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A 

是
非
と
も
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

島
外
の
32
施
設
に
60
人
の

方
が
お
ら
れ
、
市
内
で
何
と

か
な
ら
な
い
か
検
討
中
。

一 般 質 問

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

活
か
せ
、離
島
振
興
改

正
法

　

改
正
法
は
、
離
島
の
定
住

促
進
が
目
的
に
明
記
さ
れ
、

本
土
と
の
格
差
是
正
等
の
た

め
流
通
コ
ス
ト
軽
減
や
ソ
フ

ト
事
業
充
実
を
図
る
離
島
活

性
化
交
付
金
、
離
島
特
区
制

度
が
創
設
さ
れ
、
国
の
支
援

体
制
も
拡
大
強
化
さ
れ
る
。

い
わ
ば
離
島
定
住
促
進
法
の

よ
う
な
も
の
。

①
婚
活
事
業
と
合
わ
せ
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
、
結
婚
な
ど
定
住
促

進
策
を
策
定
す
べ
き
。
定
住

促
進
奨
励
金
は
現
金
で
は
な

く
、
市
商
品
券
支
給
で
島
内

活
性
化
を
。

②
活
性
化
交
付
金
、
特
区
制

度
活
用
な
ど
知
恵
を
結
集
し

壱
岐
ら
し
い
事
業
を
早
急
に

策
定
す
べ
き
。
離
島
の
実
情

に
あ
っ
た
小
中
学
校
の
学
級
、

複
式
編
成
の
教
育
特
区
を
。

③
離
島
航
路
は
島
の
生
命
線
。

船
便
の
欠
航

情
報
な
ど
防

災
メ
ー
ル
や

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
デ

ー
タ
放
送
な

ど
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
。

A 

離
島
の
知
恵
く
ら
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
テ
レ
ビ
番
組
を
通
じ
て
市

民
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
政

策
企
画
課
の「
お
む
す
び
班
」

を
中
心
に
大
作
戦
を
展
開
す

る
決
意
。　
　
　
　

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

雇
用
の
確
保
が
で
き
る
か
が

問
題
。
知
恵
を
出
し
て
い
き

た
い
。

②
離
島
特
区
は
、
今
ま
で
の

規
制
緩
和
だ
け
で
な
く
、
補

助
金
が
つ
く
の
で
研
究
を
重

ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

教
育
特
区
は
小
学
校
の
学

級
編
制
に
し
て
も
現
在
２
学

年
16
人
以
下
で
複
式
学
級
と

な
っ
て
い
る
の
を
、
12
人
以

下
に
す
れ
ば
相
当
数
の
複
式

学
級
が
解
消
さ
れ
る
。
県
教

育
委
員
会
へ
申
し
入
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

③
欠
航
情
報
は
、
九
州
郵
船

独
自
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　

壱
岐
ビ
ジ
ョ
ン
朝
６
時
か

ら
の
欠
航
情
報
は
、
社
内
体

制
か
ら
困
難
。

 

消
防
長

　

防
災
メ
ー
ル
で
船
の
欠
航

情
報
は
で
き
な
い
。

離島の流通コスト軽減を

10/4　中体連駅伝大会

※
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
ホ
ー
ム

　

個
室
入
居
者
数
人
を
１
単
位
と
し

て
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
生

活
を
こ
の
単
位
ご
と
に
行
う
。
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一 般 質 問

呼
子　
　

好 

議
員

Q 

農
水
産
業
の
振
興

　

離
島
の
医
療
、
教
育
、
産

業
、
観
光
等
、
市
の
総
意
工

夫
を
促
す
方
針
の
ソ
フ
ト
事

業
に
は
、
離
島
振
興
法
の
改

正
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
離
島

活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
、

新
規
参
入
、
定
住
促
進
等
を

支
援
す
る
た
め
平
成
25
年
度

事
業
に
反
映
さ
れ
た
し
。

A  
離
島
振
興
に
力
を
注
ぐ

 

市
長

　

離
島
住
民
が
願
っ
て
い
た

改
正
離
島
振
興
法
の
振
興
予

算
を
フ
ル
活
用
し
予
算
化
を

図
る
。
ま
た
、
壱
岐
市
長
と

し
て
、
全
国
離
島
振
興
協
議

会
長
と
し
て
努
力
し
た
い
。

Q 
海
岸
の
高
潮
対
策

　

台
風
の
満
潮
時
に
は
、
高

潮
に
よ
る
潮
位
が
上
が
り
、

浦
部
を
中
心
に
道
路
の
冠
水

や
床
下
浸
水
が
起
き
る
。

　

特
に
小
崎
、八
幡
、勝
本
浦

等
は
早
急
な
対
策
を
要
す
る

た
め
国
県
へ
整
備
の
要
望
を
。

A  
災
害
防
止
に
努
め
る

 

市
長

　

壱
岐
に
は
な

じ
み
が
薄
い
と

思
わ
れ
て
い
る

が
、
満
潮
と
重

な
る
時
に
高
潮

の
被
害
を
受
け

や
す
い
。
被
害

防
止
の
た
め
、

国
県
の
専
門
家

の
力
添
え
を
願

い
要
望
し
て
い

く
。

Q 

岸
壁
に
階
段
の
設
置
を

　

干
潮
時
の
船
の
乗
り
降
り

の
時
に
は
危
険
で
あ
る
。

　

階
段
、
ハ
シ
ゴ
、
手
す
り

等
の
設
置
を
。

A  

実
態
調
査
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

相
当
数
の
タ
ラ
ッ
プ
設
置

と
な
り
現
実
的
に
厳
し
い
。

そ
の
実
態
を
漁
協
と
協
議
し

た
い
。

Q 

廃
校
中
学
校
の
備
品

　

廃
校
後
の
不
要
と
な
っ
た

備
品
が
旧
那
賀
中
学
校
に
集

積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一

部
の
備
品
は
旧
中
学
校
に
残

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
だ
利
活
用
で
き
る
物
品

が
あ
り
、
市
民
に
公
募
し
て

売
却
す
べ
き
。

A  

競
売
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

物
品
や
図
書
類
を
整
理
し
、

ピ
ア
ノ
や
卓
上
機
器
な
ど
、

一
般
競
売
に
向
け
て
準
備
を

進
め
る
。
近
い
う
ち
に
地
域

の
方
を
中
心
に
案
内
し
て
い

き
た
い
。

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

医
療
費
抑
制
を 

①
壱
岐
市
の
高
額
医
療
費
の

現
状
は
。

②
長
崎
県
の
１
人
あ
た
り
の

国
保
医
療
費
は
全
国
で
６
番

目
に
高
い
。
壱
岐
市
の
県
内

順
位
と
対
策
は
。

A 
健
診
で
早
期
発
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
高
額
医
療
の
内
80
万
円
以

上
の
医
療
費
は
415
件
、
２
百

万
円
以
上
が
44
件
、
最
高
額

は
８
百
万
円
を
超
え
る
。

②
国
保
で
県
内
21
市
町
の
う

ち
13
位
。
医
療
費
抑
制
に
は

疾
病
の
早
期
発
見
・
重
症
化

予
防
が
重
要
で
、
特
定
健
診

の
受
診
率
65
％
達
成
を
目
指

し
た
い
。

Q 

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て

①
小
学
校
の
社
会
体
育
と
し

て
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
試
合

中
心
で
加
熱

傾
向
に
見
え

る
が
問
題
は

な
い
か
。

②
県
大
会
等

の
出
場
補
助

金
制
度
は
周

知
不
足
で
あ

る
。
今
後
こ

の
制
度
は
維

持
で
き
る
の

か
。

A 
体
力
向
上
を
目
指
し
た

運
動
の
習
慣

 

教
育
長

①
練
習
時
間
が
長
い
。
児
童

数
の
減
少
で
低
学
年
が
入
部

す
る
た
め
ケ
ガ
の
不
安
、
遠

征
費
用
の
負
担
等
の
問
題
が

あ
る
。
子
ど
も
の
長
い
将
来

を
見
据
え
た
ス
ポ
ー
ツ
に
改

善
し
た
い
。

②
補
助
金
は
維
持
し
た
い
。

制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

Q 

交
流
人
口
の
増
加
策

　

観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

提
案
し
実
行
し
て
い
る
が
、

今
ま
で
の
成
果
を
尋
ね
る
。

①
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
年
度

ご
と
の
誘
客
数
は
。

②
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
今
後
の
取
り
組
み
を
問

う
。A 

制
度
の
周
知
徹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
21
年
度
、
サ
ポ
ー
タ
ー
４

人
で
、
94
人
の
誘
客
。

　

22
年
度
、３
人
で
60
人
誘
客
。

　

23
年
度
、２
人
で
46
人
誘
客
。

②
制
度
を
市
民
へ
浸
透
さ
せ

る
た
め
市
職
員
に
も
活
用
を

呼
び
か
け
る
。

ジュニアソフトの試合　「大人顔負けの真剣さ」

廃校中学校の備品
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一 般 質 問

瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q 

野
犬
駆
除
を

　

以
前
に
も
増
し
、
野
犬
の

徘
徊
が
目
立
ち
、
目
に
余
る

状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
人

畜
へ
の
被
害
の
恐
れ
も
あ
り
、

抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。

　

野
犬
の
生
態
に
対
応
し
た

捕
獲
対
策
、
毒
エ
サ
散
布
等

に
よ
る
駆
除
、
飼
い
犬
の
放

置
防
止
の
た
め
処
分
費
用
の

助
成
等
を
考
え
て
は
。

A 

野
犬
化
防
止
を
市
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

野
犬
の
捕
獲
に
つ
い
て
は

有
効
な
対
応
策
を
模
索
し
て

い
る
。
飼
育
放
棄
し
な
い
よ

う
呼
び
か
け
を
行
う
、
避
妊

助
成
の
周
知
を
行
う
な
ど
、

野
犬
化
防
止
を
市
民
へ
呼
び

か
け
る
。

　

犬
の
処
分
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。

Q 

地
域
防
災
計
画
の

あ
り
方

　

壱
岐
市
に

と
っ
て
は
地

震
・
津
波
等

の
災
害
に
比

較
し
原
子
力

災
害
に
よ
る

被
害
の
程
度

が
高
い
と
思

わ
れ
る
今
、

原
子
力
災
害

発
生
時
の
対

処
要
領（
対

処
体
制
及
び

行
動
計
画

等
）を
優
先
的
に
検
討
し
て

お
く
べ
き
と
思
う
。

　

早
急
に
市
長
直
属
の
危
機

管
理
室
を
設
置
し
、
こ
の
た

め
の
所
要
の
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

A 

市
民
に
防
災
意
識
を

 

市
長

　

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
11
月
17
日
に
県
の
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
。
壱

岐
、
佐
世
保
、
松
浦
、
平
戸

同
時
に
行
わ
れ
、
玄
海
原
発

事
故
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

と
な
る
。

　

こ
れ
を
参
考
に
、
避
難
計

画
や
災
害
予
防
計
画
を
整
備

し
、
併
せ
て
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
復
旧
対
策

を
盛
り
込
む
予
定
。

　

危
機
管
理
室
に
つ
い
て
は

必
要
性
を
十
分
認
識
し
て
お

り
今
後
研
究
す
る
が
、
市
民

を
原
子
力
災
害
か
ら
ど
う
守

る
か
対
策
を
講
じ
た
い
。

野犬捕獲わな

　

長
崎
県
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
、

従
来
の
79
市
町
村
が
21
市
町
に
再
編

さ
れ
、
そ
の
減
少
率
で
は
、
73.4
％
と
全

国
一
合
併
が
推
進
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

合
併
市
町
は
、
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
に
よ
り
、
何
と
か
安
定
的

な
財
政
運
営
を
維
持
し
て
い
る
が
、

普
通
交
付
税
は
、
合
併
後
10
年
間
の

特
例
期
間
に
続
き
、
５
年
間
の
経
過

措
置
を
経
て
段
階
的
に
減
額
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
大
幅
な
財
源
不
足

を
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

合
併
市
町
に
お
い
て
は
、
合
併
し

た
こ
と
に
よ
る
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ

の
発
生
や
地
理
的
要
因
に
起
因
す
る

課
題
等
、
特
別
の
経
費
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
安
定
的
な
財

政
運
営
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
合
併

算
定
替
に
替
わ
る
新
た
な
財
政
支
援

措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
を
よ
り
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
森
林
の
整
備
・
保
全
等
の

森
林
吸
収
源
対
策
や
豊
富
な
自
然
環
境
が

生
み
出
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
山
村
地
域
の
市
町
村

が
主
体
的
・
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
森
林
吸
収
源
対
策
な
ど

の
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の

恒
久
的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足

し
て
い
る
た
め
、
次
の
実
現
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

記

　

二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
最
も
重
要

な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等

を
推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま
え
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
」の
一
定

割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」

を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

私
た
ち
の
願
い

合
併
後
の
新
市
町
へ
の

  

財
政
支
援
策
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

　
「
地
方
財
源
を
確
保
・

　
　

充
実
す
る
仕
組
み
」の

構
築
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
外
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。
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議会報告会の「あん質問な どえーんなった？」
報告会での「質問Ｑ＆Ａ回答」 その後の議会対応⇒

⇒

市民Ｑ
　九州郵船ジェットフォイルの1時間前からの発
券業務は理不尽。予約の段階で指定席にしてほし
い。

議会Ａ
　五島航路は全席指定。九州郵船の発券業務等、
調査をして改善を要望する。

所管委員会　航路対策調査特別委員会
（九州郵船㈱福岡本社へ出向き調査）
　システム変更が簡単でなく、発券は郷ノ浦港以
外は代理店業務のため人件費の調整が困難。運行
決定を早くすれば欠航率が高くなるため１時間前
としている。また、アンケート調査で「指定席に
反対」が約60％であったため全席自由とのこと。

⇒

市民Ｑ
　ボランティア活動が多いが、島内の自動販売機
を撤去してはどうか。環境も良くなり商店の活性
化にもつながる。

議会Ａ
　大人が捨てた空き缶を子ども達が拾う姿など忍
びない。即答できないので検討する。

所管委員会　産業建設常任委員会
（環境衛生課の回答）
　市内約800台の自動販売機は、土地所有者と業
者間での契約で設置されている。空缶等の投げ捨
ては個々の意識の低下であり、今後さらに啓蒙活
動に取り組んでいく。

⇒

市民Ｑ
　Iターン、Uターンが少ない。農協や漁協との連
携もとれていない。市はもっとしっかり取り組む
べき。

議会Ａ
　今後、制度を充実するよう要望する。

所管委員会　総務文教常任委員会
（担当課と協議）
　新規就農者支援事業、漁業新規就業促進事業、空
き家・空き地情報バンクによる情報発信等を行な
っている。今後、離島改正法の施行に伴い、新たな
メニューが準備されるので活用し取り組んでいく。

⇒

市民Ｑ
　壱岐市の学校耐震化は県下で２番目に取り組みが
遅れている。その理由と議会のチェックはどうなのか。

議会Ａ
　遅れの理由は把握していないので調べてみる。
耐震化工事は今年度～平成27年度の予定。

所管委員会　総務文教常任委員会
（教育委員会の回答）
　耐震化の優先度調査は、平成18、19年に終えて
いたが、２次診断の実施時期が本土地区と重なり、
設計業者が手薄になり、この診断が平成22年度に
ずれ込んだため。

⇒

市民Ｑ
　水稲防除への助成金が無くなっている。耕作者
の高齢化で需要は増加しているので是非補助を。

議会Ａ
　要望として市に伝える。

所管委員会　産業建設常任委員会
（農林課の回答）
　現在まで、機械導入に対する国庫補助金への上
乗せとオペレーター養成に係る県補助金に対する
上乗せ助成をしている。今後もオペレーター養成
に対する助成を引き続き行うため、新たな水稲防
除利用料への助成は考えていない。

⇒

市民Ｑ
　中学校スクールバス利用は、平等性に欠けるの
ではないか。

議会Ａ
　今後、新たに検討部会を立ち上げる必要がある
と思っている。

所管委員会　総務文教常任委員会
（担当課と協議）
　教育委員会において、各中学校で小委員会を立
ち上げ意見交換をし、12月頃に市内全中学校での
検討委員会を発足させ、平成25年度に向け取り組
みたい。

⇒

市民Ｑ
　廃校の跡地利用、中学校の廃校は1年前から分
かっていたこと。

議会Ａ
　早急に検討部会を立ち上げる必要がある。

所管委員会　総務文教常任委員会
（担当課と協議）
　８月に、副市長をトップとして各部長等による
「中学校跡地利活用検討委員会」を立ち上げ、現在
検討中。今後、利活用計画案をまとめる。



155 壱岐市議会だより　2012年第35号

郷ノ浦町（絵踏）のコスモス畑

市民 声の

議会だよりクイズの応募の
中で、お寄せいただいたご
意見やご感想をご紹介する
コーナーです。

一次産業で活性化し、
ネット利用で収入増を図り、
島民幸福度アップを目指して頂
きたいと思います。 58歳

⇒

市民Ｑ
　観光地にふさわしいと思い地域で管理している
場所にトイレの新設をお願いしたが、観光地では
ないという理由で断られた。

議会Ａ
　トイレの管理費に多額の予算を必要としている。
新設希望の場所をよく調査して担当課と協議する。

所管委員会　産業建設常任委員会
（観光商工課、市民福祉課の回答）
• 観光地としての位置づけがなく、観光施設とし
てのトイレ設置はしない。

• 戦没者慰霊碑がある事から、遺族会による参拝
清掃が行われている。個人所有地でもあり、今
後の利用状況を考慮しながら協議する。

⇒
市民Ｑ
　三島の高校生の通学方法（早朝補習・クラブ活
動参加への境遇）を改善して欲しい。

議会Ａ
　教育委員会と協議をする。

所管委員会　総務文教常任委員会
（教育委員会と協議）
　朝夕の定期便のダイヤ変更は住民の理解が得ら
れないため、スクールボートの対応が出来ないか、
総務課と教育委員会で協議する。

市民と議会が直
に触れ合う機会をもっとも
っと増やしてほしい。今回の
「議会報告会」は女性の参加者が
少なかったようなので、次回はで
きる限り私も参加して一市民と
して耳を傾けたいと思う。　
　　　　　56歳

夏休みの朝、スクー
ルバスを待っている男の
子と女の子が笑顔で話してい
ました。朝からさわやかな気分
になりました。スクールバスで
良い方の一面を見たように思
いました。 60歳

長崎国体に向けて
「花いっぱい運動」を取り
組むのは良いことだと思いま
すが、その前に舗道のコンクリ
ートからの雑草が気になって仕
方ありません。除草作業を是非
お願いしたいです。　
 45歳　　

議会報告会に学生
が参加しているようで、
とてもすばらしいと思いまし
た。他の市町村では見られない
光景でほほえましかったです。
壱岐の未来が明るく思えま
した。　　30歳

夏休みに壱岐のおばあちゃ
んの家に行きました。レインボー
壱岐号がなくなって往復が不便です。
夏休み、冬休み、春休み、ゴールデン
ウィークなど連休だけでもあると
いいです。　11歳

報告会の意見交換たくさ
んの人が来られ、壱岐のために
考えて活動され、みじかでできる
事があれば参加したいです。 

50歳

「2035年の壱岐の
人口は16,000人と推定さ
れている。」を見て驚きました。
人口の減少を止めるための対
策は、壱岐市行政の最重要課
題だと思います。　54歳
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壱岐市議会だよりは地球に優しい植物油インキで印刷されています。

お知らせお知らせ
壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

今
年
、
私
も
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
級
生
と
の
同
窓
会
準
備
会
で
は
血
圧
や
血
糖
値
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
な
ど
が
話
題
の
中
心
と

な
り
、
健
康
問
題
と
同
時
に
、
学
校
生
活
の
想
い
出
に

も
花
が
咲
き
ま
す
。
貧
し
い
時
代
で
し
た
。
シ
イ
の
実
、

山
桃
、
グ
ミ
、
マ
テ
、
ウ
ベ
、
野
イ
チ
ゴ
等
、
口
に
入

る
も
の
は
登
下
校
に
食
べ
ま
し
た
。
コ
ウ
バ
シ（
は
っ

た
い
粉
）や
カ
タ
ク
リ
粉
は
病
気
の
時
の
食
事
で
す
。

現
代
な
ら
教
師
失
格
で
す
が
、
殴
っ
て
解
ら
せ
よ
う

と
す
る
熱
血
先
生
な
ど
、
個
性
的
な
先
生
も
沢
山
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

遠
い
日
の
輝
く
日
々
で
す
。

　

今
の
世
は
、
み
ん
な
心
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い

る
様
に
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
行
政
が
還
暦
式
を
実
施
し
て
い
る
の

は
全
国
で
壱
岐
市
だ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
に
は
是
非
参
加
し
て
、
人
生
の

岐
路
に
立
ち
返
り
旧
交
あ
た
た
め
る
の
も
大
事
な
こ

と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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第15回

第14回クイズの答え
①２人　②19クラス　③140人　
応募総数17人で全員が全問正解です。
ご応募ありがとうございました。

まる!!まる!!

シュワッチシュワッチ

～ 第14回クイズの当選者 ～
川浪則子様　小西由衣様　
松本昴樹様　山川江梨子様
正路ちひろ様　（順不同）　
おめでとうございます！ 

ピースピース

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募待ってま～す!!

クイズ　次の問題に答えよう
その①　 独居高齢者の安否確認等のため訪問調査

をする人のことを何サポーターと呼ぶ？

その②　 復興財源確保のため、平成26年度から10
年間個人市民税に何円加算される？

その③　 島外に住む壱岐出身の方からの「ふるさ
と納税」は平成23年度には何件あった？

　ヒント　 この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後まで良く読
んでみてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、市政へのご意見・ご要望
などもお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
 （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 24年 11月 30日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

柳田保育所の
お友だち

れなちゃん

あいちゃん

こゆきちゃん

ことみちゃん

れんくん

ひなたちゃん

I K I
CITY クイズ


